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患者の、患者による、患者のための愛腎協
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　毎年 10 月は全国で臓器移植普及推進
キャンペーンが実施され、啓発活動の一
環として愛腎協では令和1年10月20日、

「2019 年移植セミナー」をウインクあい
ちにて実施し、約 40 名の参加がありま
した。
　今年度は、愛知医科大学腎移植外科の
小林孝彰先生をお迎えして「腎移植の現
状と今後～愛知医大の取り組みについて～」と題しての講演が行われました。講
演では①日本の移植医療の現状課題、②腎移植の実際、③愛知医大の取り組みに
ついてと 3 つのテーマで話していただき、日本と世界の移植者数の違いが大き
く ( 欧米の方が移植が多い )、課題として日本におけるドナー ( 提供者 ) の数の
少なさにある事について言及されました。また腎移植の実際では移植を希望する
場合の登録から移植までの仕組みと献腎移植、生体腎移植の違いについても説明
して頂きました。その後、愛知医大における移植の取り組みとして、チーム医療
をすすめ、腎臓をもらう側と提供する側のケアを移植コーディネーターやケース
ワーカーの方たちと共に行っているそうです。

　下記の日程で愛知県の各政党と懇談会を行い、署名の陳情項目について説明し
意見交換をしました。特に、喫緊の問題でもある通院送迎の事や腎臓移植や腹膜
透析の環境推進を行いたい旨を説明し、理解を深めてもらえる様に各政党の皆様
と懇談を行いました。
① 10 月 3 日：国民民主党　② 10 月 19 日：立憲民主党③ 11 月 30 日：公明党 ( 予定 )
　愛知県への陳情は 11 月 12 日、名古屋市への陳情は 11 月 21 日の予定です。

2019 年腎移植セミナーが開催されました。

議員懇談会を実施しました。

2019 年移植セミナー風景

国民民主党との懇談会風景 立憲民主党との懇談会風景
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◎ 11 月 3 日 ( 日 )：全腎協通院介護研修会 ( 東京 )
◎ 11 月 5 日 ( 火 )：11 月度執行部会議・定期大会リハーサル ( 名古屋市：白壁庁舎 )
◎ 11 月 10 日 ( 日 )：第 8 回定期大会 ( 名古屋市：名大病院 3F 講堂 )
◎ 11 月 12 日 ( 火 )：愛知県陳情 ( 愛知県議会 )
◎ 11 月 17 日 ( 日 )：第 3 回慢性腎臓病（CKD）対策講演会 in 幸田町 ( 中央公民館 )
◎ 11 月 21 日 ( 木 )：名古屋市陳情 ( 名古屋市健康福祉局 )
◎ 11 月 23 日 ( 土 )、24 日 ( 日 )：全腎協　全国代表者会議 ( 東京 )
◎ 12 月 1 日 ( 日 )：CKD（慢性腎臓病）対策講演会 in 豊田 ( とよた市民活動センターホール )

★ 10 月 20 日 ( 日 )：第 87 回東海ブロック会議 (KDX 桜通ビル 8F 会議室 )
★ 10 月 24 日 ( 木 )：第 2 回 理事会
★ 10 月 20 日 ( 日 )：尾張本部 代議員総会 ( 名古屋市市政資料館 )
★ 10 月 27 日 ( 日 )：名古屋本部代議員会議
★ 10 月 27 日 ( 日 )：第 2 回本部長・副本部長会議 ( 愛知県白壁庁舎 5F 県会議 )

　先ごろ、台風による災害が日本の各地で発生致しました。幸いにも愛知は事前の台風の予想
進路から外れたこともあり大きく被災した話しは聞いておりません。しかし、先日の東海ブロッ
ク会議にて静岡から参加された役員より、災害伝言ダイヤルについて気になる話を聞いたので、
皆さんへお伝えしたいと思います。
◆災害伝言ダイヤル◆
( 災害時に電話がつながりにくく
なる事を想定し事前に必要な情
報を録音しておき、知りたい人
が災害伝言ダイヤルの１７１番
を頭にして個人や施設等の番号
に電話を掛けると伝言を録音し
たり、録音した伝言を聞く事ができる仕組み )
　各病院施設でも災害対策の一環として活用されている施設もあるかと思いますが、今回この
災害伝言ダイヤルについて、あくまでも災害が起こった時にのみ使用できる為、災害が起きて
いない状態では使えないとのお話がありました。“さて、これは何を意味するのか？”
　それは、実際に災害が起きた後にしか使えないという事です。
　今回の 10/12・13 日にかけて台風被害が警戒された静岡のある施設で、土曜日に透析を控
えた患者さんは今日 ( あるいは明日 ) に施設で透析は行われているのか等を事前で確認しよう
としたのですが、災害伝言ダイヤルは使えなかったそうです。( 結局、災害は起きてはいなかっ
たために利用できず。使えるのも災害が発生してから 30 分～ 1 時間ほど立たないと利用がで
きない様です )。その為、施設が開いているのか確認するのに混乱があったとの事でした ( 実
際にそこまでの被害は無かったとの事で通常通り開いていた様です )。
　皆さんも知識として、災害伝言ダイヤルとその使える時と使えない場合にどうするかを考え
て、災害に備えてください。

事務局コラム《災害伝言ダイヤル》


